
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
酸化セリウムを含む希土類酸化物を主成分とする研摩材において、
　分散媒へ該研摩材砥粒を分散させた際に該研摩材砥粒の沈殿を柔らかくさせる固化防止
剤として、結晶セルロース、第二燐酸カルシウム、合成シリカのいずれかを用い、分散媒
中に該研摩材砥粒を分散させる分散剤として、ヘキサメタ燐酸ナトリウム又はピロ燐酸ナ
トリウムを用い、
　

ことを特徴とする研摩材。
【請求項２】
酸化セリウム（ＣｅＯ２ ）／全酸化希土（ＴＲＥＯ）が４０～９９％のものである請求項
１に記載の研摩材。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の研摩材を水系分散媒に分散させた研摩材スラリー。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、研摩材に関し、特に、酸化セリウムを含む希土類酸化物を主成分とする研摩材
において、その研摩材を構成する際に含有させる添加剤に関するものである。
背景技術
近年、ガラス材料は幅広く利用されており、光学レンズ用途はもとより、光ディスクや磁
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前記固化防止剤を０．０２～２．０重量％と、前記分散剤を０．０２～２．０重量％と
を含有する



気ディスク用途、液晶用カラーフィルター、ＬＳＩフォトマスク用など、非常に多くの分
野において使用されている。このようなガラス材料には、高精度の表面平滑性が厳しく要
求されるもので、その表面加工には、従来から酸化セリウムを含む希土類酸化物を主成分
とする研摩材が用いられている。
この酸化セリウムを含む希土類酸化物を主成分とする研摩材は、一般的に、研摩材砥粒を
水等の分散媒に分散させてスラリー状態で使用される。このスラリー状態としたものは、
静置しておくと、分散質である研摩材砥粒が分散媒と容易に分離し、沈殿する現象が生じ
る。
また、研摩材は循環使用されるものなので、砥粒自身の粉砕並びに被研摩物であるガラス
成分の混入が生じて、砥粒が沈殿した際、その沈殿が非常に硬いものとなる傾向がある。
そして、このような砥粒の分離沈殿が生じると、まず、循環使用している間、所定濃度の
スラリー組成或いは濃度が維持できなくなり、研摩能率を低下させる。そして、砥粒沈殿
が硬くなると、被研摩物のガラス表面に砥粒が付着し易くなり、ガラス表面から砥粒を取
り除く作業が必要となる、いわゆるガラス表面の洗浄性が悪くなる。また、砥粒沈殿が硬
くなると、研摩パッドの目詰まりを引き起こし易くなり、被研摩物の表面に傷を生じさせ
る原因ともなる。
以上のようなガラス材料の研摩における問題は、半導体製造工程で行われるＣＭＰ（化学
機械研摩）においても、同様な指摘をされているのが現状である。
ところで、上記のような研摩材スラリーにおける砥粒沈殿の問題を解消するために、従来
から研摩材を構成する際に含有させる添加剤について種々の提案がなされている。
例えば、砥粒沈殿が硬くなることを防止するための添加剤として、燐酸アンモニウム塩（
特開昭５６－１４７８８０号公報）や希土類金属燐酸塩（特開昭５６－４５９７５号公報
）、塩化マグネシウム（特開平３－１４６５８５号公報）、カルシウム化合物（特開平６
－３３００２５号公報）、アミノ酸及びアミン（特開平１０－１８３１０４号）などが提
案されている。
これら研摩材の添加剤は、砥粒沈殿の硬さを是正する点においては有効なものではあるが
、分散媒中での砥粒の分散性やそれに伴う研摩能率については、十分に満足できるもので
はなく、更なる改善の要求をされているのが現状である。
発明の開示
そこで、本発明は、研摩材の砥粒の分散性を良好にし、且つ、砥粒沈殿の硬さを低下させ
るとともに、高い研摩能率を安定的に実現できる研摩材を提供することを目的としている
。
上記課題を解決するために、本発明者等は研摩材の添加剤について検討を行った結果、分
散媒に研摩材砥粒を分散させた際に研摩材砥粒の沈殿を柔らかくさせる固化防止剤と、分
散媒中に研摩材砥粒を分散させる分散剤との、２つの添加剤を、酸化セリウムを含む希土
類酸化物を主成分とする研摩材に含有させることで、研摩材として要求される特性につい
て、トータル的に非常にバランスのとれた研摩材とすることを見出したのである。
本発明は、酸化セリウムを含む希土類酸化物を主成分とする研摩材を構成する際に、固化
防止剤と分散剤との２つの添加剤を同時に含有させることに特徴がある。本発明によると
、分散媒に研摩材砥粒を分散させた際に該研摩材砥粒の沈殿が硬くなることがなく、分散
媒中での砥粒の分散性も良好となり、結果として高い研摩能率を安定して維持することが
できるのである。この本発明に係る研摩材は、半導体用、ガラス材料用として広く適用可
能であるが、特に、ガラス材料用途の研摩材として有効なものである。
本発明における固化防止剤としては、従来より知られたものを用いることもできるが、本
発明者等の研究によると、セルロース又はセルロース誘導体、シリカ、アルギン酸又はア
ルギン酸誘導体、芳香族スルホン酸ホルマリン縮合物の塩、カルシウム含有化合物からな
る群より選ばれるものを用いることが好ましい。
固化防止剤としてのセルロース又はセルロース誘導体は、セルロース、結晶セルロース、
メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチル
セルロース、カルボキシメチルセルロースアンモニウム、カルボキシメチルセルロースの
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アルカリ金属塩またはアルカリ土類金属塩等が挙げられる。
そして、固化防止剤としてのシリカは、合成シリカ、コロイダルシリカ、フュームドシリ
カなどが挙げられる。また、アルギン酸又はアルギン酸誘導体としては、アルギン酸ナト
リウム、アルギン酸プロピレングリコールエステル等が挙げられる。芳香族スルホン酸ホ
ルマリン縮合物の塩としては、β－ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物が
挙げられる。さらに、カルシウム含有化合物としては、硫酸カルシウム、水酸化カルシウ
ム、第二燐酸カルシウム等が挙げられる。
そしてさらに、上記した固化防止剤と同様な効果が得られるものとして次のものが挙げら
れる。
タンパク質又はポリペプチド（例えば、ニカワ、ゼラチン、アルブミン、カゼイン等）や
、デンプンまたはデンプン誘導体（例えば、ジャガイモデンプン又はトウモロコシデンプ
ンの熱処理物或いはアルカリ処理物、カルボキシメチルデンプル、ジメチルアミノデンプ
ン等）を用いることができる。また、鉄塩（例えば、硫酸第二鉄、硫酸第一鉄、塩化第二
鉄、塩化第一鉄等）や、アルミニウム化合物（例えば、硫酸アルミニウム、ポリ塩化アル
ミニウム、アルミン酸ナトリウム等）を用いることもできる。そして、有機高分子凝集剤
も本発明の固化防止剤として用いることができる。例えば、ポリアクリルアミド、ポリ（
アクリルアミド－アクリル酸塩）共重合体、ポリエチレンイミン、ポリビニルベンジルト
リメチルアンモニウムクロリド、ポリメタクリル酸－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルエス
テル塩、メタクリル酸－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルエステル塩－アクリルアミド共重
合体、ポリメタクリル酸トリメチルアンモニオエチルエステル塩、メタクリル酸トリメチ
ルアンモニオエチルエステル塩－アクリルアミド共重合体、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノメチ
レンアクリルアミド－アクリアミド共重合体、ポリジアリルジメチルアンモニウムクロリ
ド、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド－アクリルアミド共重合体、２－ビニルイミ
ダゾリン重合体硫酸塩、ビニルピリジン共重合体塩、ジシアンジアミド－ホルムアルデヒ
ド重縮合物塩が挙げられる。その他ものとしては、炭酸水素塩、リグニンスルホン酸塩、
ポリビニールアルコール、水系ウレタン樹脂、アラビアゴム、キトサンなどを用いること
もできる。
以上説明した本発明の固化防止剤の中で、特に、結晶セルロース、第二燐酸カルシウム、
β－ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、合成シリカのいずれかのものを
用いることがより好ましいものとなることを、本発明者等の研究により明らかとなってい
る。
この結晶セルロースとは、特に高純度の精製パルプを選び、所定条件下で鉱酸によって加
水分解することにより、セルロース分子の作る非結晶領域を洗浄、除去した後、磨砕、精
製、乾燥して得られる微粉末である。本発明者等は、この結晶セルロースを固化防止剤と
して、酸化セリウムを含む希土類酸化物を主成分とする研摩材に添加すると、研摩材砥粒
同士の凝集が緩和され、比較的柔らかな状態で砥粒沈殿をさせることができ、砥粒沈殿が
硬くなることを効率的に防止することを見出したのである。
そして、本発明者等の研究によると、第二燐酸カルシウム、β－ナフタレンスルホン酸ナ
トリウムホルマリン縮合物、合成シリカのそれぞれについても、この結晶セルロースと同
様な効果を有する固化防止剤として作用することが判明した。尚、本発明で用いる合成シ
リカとは、湿式法により合成された含水無晶形二酸化ケイ素のことをいうものであり、微
小な球形粒子が化学結合によって三次元的につながった網目構造を有するため、非常に多
孔性が高いものである。
これらの固化防止剤を添加すると、砥粒沈殿の硬化は効果的に防止され、洗浄性が向上し
、研摩パッドの目詰まりを抑制し、被研摩物表面への傷発生が大きく低減されることにな
る。しかし、これら固化防止剤を単独でガラス研摩材に含有させると、砥粒沈殿の硬化は
防止されるものの、分散媒中での砥粒の分散性が低下する傾向になり、研摩能率の低下が
発生する。そのため、研摩能率の低下を抑制するため、本発明では分散剤を同時に添加す
るのである。
本発明における分散剤としては、砥粒の表面を活性化させる、いわゆる表面活性剤を用い
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ることができるが、本発明者等の研究によると、縮合燐酸又は縮合燐酸塩、ポリスチレン
スルホン酸塩、ポリカルボン酸型高分子化合物、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステルからなる群より選ばれるものを
用いることが好ましい。
本発明の分散剤である縮合燐酸又は縮合燐酸塩としては、ピロ燐酸、ピロ燐酸ナトリウム
、トリポリ燐酸ナトリウム、ヘキサメタ燐酸ナトリウム等が挙げられる。ポリスチレンス
ルホン酸塩としては、ポリスチレンスルホン酸ナトリウムがある。また、ポリカルボン酸
型高分子化合物としては、ポリアクリル酸、ポリマレイン酸、アクリル酸－マレイン酸共
重合体、ポリアクリル酸塩、ポリマレイン酸塩、アクリル酸－マレイン酸共重合体塩等が
挙げられる。
そして、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルは、ポリオキシエチレンソルビタ
ンモノヤシ脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレート、ポリオキシ
エチレンソルビタンモノパルミテート、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート
、ポリオキシエチレンソルビタントリステアレート等が挙げられる。ポリオキシエチレン
ソルビトール脂肪酸エステルとしては、テトラオレイン酸ポリオキシエチレンソルビット
がある。
そしてさらに、上記した分散剤として同様な効果が得られるものとして次のものが挙げら
れる。
アルキル硫酸エステル塩（例えば、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸アンモニウム
、ラウリル硫酸トリエタノールアミン等）や、高級アルコール硫酸ナトリウムのような高
級アルコール硫酸エステル塩、或いは、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステ
ル塩（例えば、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレ
ンアルキルエーテル硫酸トリエタノールアミン等）を用いることもできる。また、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル（例えば、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオ
キシエチレンセチルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテル等）や、ポリオキ
シエチレンオレイルエーテルのようなポリオキシエチレンアルケニルエーテル、或いは、
ポリオキシエチレン高級アルコールエーテルを用いることもできる。そして、ポリオキシ
エチレンアルキルフェニルエーテル（例えば、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエー
テル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル等）や、ポリオキシエチレンアルキレ
ンフェニルエーテル、或いは、ポリオキシエチレン誘導体を用いることもできる。そして
また、ポリオキシエチレンアルキルアミン、アルキルアルカノールアミド、アルキルアミ
ン塩（例えば、ココナットアミンアセテート、ステアリルアミンアセテート等）、ラウリ
ルジメチルアミンオキサイドのようアミンオキサイド、アルキルベタイン又はその類似物
（例えば、ラウリルベタイン、ステアリルベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチ
ル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン等）を用いることができる。
以上説明した本発明の分散剤の中で、特に、ヘキサメタ燐酸ナトリウム又はピロ燐酸ナト
リウムを用いることがより好ましく、これらを用いると分散媒中での砥粒の分散性を向上
させ、研摩能率の向上を効果的に図ることができるものとなる。
本発明に係る研摩材では、上記した固化防止剤と分散剤を任意に組み合わせて含有させる
ようにすればよいものであるが、その中でも、固化防止剤としての結晶セルロールと、分
散剤としてのヘキサメタ燐酸ナトリウムとを組み合わせて研摩材に含有させることが最も
有効なものであり、特にガラス材料用の研摩材として非常に優れたものとなることを、本
発明者等は確認している。
さらに、本発明における研摩材では、上記した固化防止剤と分散剤とを、それぞれを０．
０２～２．０重量％含有されるようにすることが好ましい。固化防止剤又は分散剤のそれ
ぞれの含有量が０．０２重量％未満であると、砥粒沈殿を柔らかくすることができず、分
散媒中での砥粒の分散性も悪くなり、研摩能率が低下してしまうからである。また、固化
防止剤が２．０重量％を超えると、砥粒沈殿は柔らかくなるものの、研摩能率が低下する
傾向となり、分散剤が２．０重量％を超えると、砥粒の分散性は良好となるものの、砥粒
沈殿を硬化させる傾向になるからである。
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即ち、固化防止剤と分散剤とを、それぞれを０．０２～２．０重量％の割合で含有させる
ようにすると、両添加剤が共に効率的に作用し、結果的に、高い研摩能率を安定的に実現
できるようになるのである。
本発明に係る酸化セリウムを含む希土類酸化物を主成分とする研摩材では、研摩材中の酸
化セリウム含有量については特に制限はない。酸化セリウム（ＣｅＯ２ ）／全酸化希土（
ＴＲＥＯ）の割合が９９％を超えると原料も高価な高純度品を使用する必要があり、得ら
れる研摩材も高価となるために好ましくない。また、酸化セリウム（ＣｅＯ２ ）／全酸化
希土（ＴＲＥＯ）の割合が４０％未満となると、研摩値が大きく低下することになるため
に好ましくはない。従って、研摩材中の酸化セリウム（ＣｅＯ２ ）と全酸化希土（ＴＲＥ
Ｏ）との割合は、４０～９９％のであることが望ましいものである。
上記した本発明に係る研摩材は、水系分散媒に分散して研摩材スラリーとして用いること
ができるが、この本発明に係る研摩材スラリーとする方法は、その手法は特に制限される
ものでない。即ち、研摩材粉末と、固化防止剤及び分散剤の粉末とを、予め別々に準備し
、これら粉末を混合した後に、水或いは水と水溶性有機溶媒との混合液などの水系分散媒
によって、本発明の研摩材スラリーとしてもよい。この場合、粉末同士の混合が十分に進
行するように、固化防止剤、分散剤は、研摩材粉末粒子と同程度に粉砕しておくことが好
ましい。また、研摩材粉末とする前の研摩材製造工程における研摩材スラリーへ、直接、
固化防止剤と分散剤とを投入し乾燥して、固化防止剤及び添加剤を含んだ研摩材粉末を得
て、その研摩材粉末を水系分散媒に分散して、本発明の研摩材スラリーとしてもよい。
さらに、水或いは水と水溶性有機溶媒との混合液などの水系分散媒に、固化防止剤及び分
散剤を投入した添加剤溶液を作成し、この添加剤溶液に研摩材粉末を加え、本発明の研摩
材スラリーとしてもよい。また、水系分散媒に予め研摩材粉末を分散しておき、その後、
固化防止剤及び分散剤を投入してもよく、或いは、水系分散媒に、研摩材粉末、固化防止
剤、分散剤を同時に投入して、本発明の研摩材スラリーとしてもよい。以上のように、本
発明の研摩材スラリーとするには、研摩材粉末或いは、スラリー状の研摩材、固化防止剤
、分散剤の混合順序及びその手法には、特に制限されるものではない。
発明を実施するための最良の形態
以下、本発明の好適な実施形態について説明する。
本実施形態での研摩材には、次ぎのようにして製造したものを用いた。まず、ＴＲＥＯ７
０％、ＣｅＯ２ ／ＴＲＥＯ５０％であるバストネサイト精鉱２０ｋｇと純水２０Ｌとを、
直径５ｍｍのスチールボール１２０ｋｇを用いた湿式ボールミル（容量５０Ｌ）にて５時
間粉砕し、この粉砕処理を１０バッチ実施して、大量の粉体スラリーを準備した。この粉
体スラリーにおける粉体は、平均粒径０．９μｍのものであった。そして、この粉体を濃
度１ｍｏｌ／Ｌの塩酸で処理して純水で洗浄後濾過してケーキを得て、このケーキを乾燥
後、９５０℃で５時間静置炉焙焼し、再度粉砕した後分級して、酸化セリウム系の研摩材
を製造した。このようにして得られた酸化セリウム系の研摩材は、酸化セリウム（ＣｅＯ

２ ）／全酸化希土（ＴＲＥＯ）が５０％であった。
第一実施形態：この第一実施形態は、上記のようにして得られた酸化セリウム系の研摩材
に、固化防止剤に結晶セルロースを、分散剤にヘキサメタ燐酸ナトリウムを用いた場合に
関するものである。尚、研摩材スラリーを作製する際の分散媒には純水を使用し、固化防
止剤である結晶セルロースは、商品名「アビセル」（旭化成社製）を使用している。
まず、初めに、製造した酸化セリウム系の研摩材へ、添加剤を何も含有させないもの（比
較例１）、固化防止剤のみ含有したもの（比較例２）、分散剤のみ含有したもの（比較例
３）、の３つの研摩材を作製し、それぞれの特性評価を行った結果について説明する。特
性評価は、比較例１～３の研摩材スラリーを準備し、研摩試験、沈降ケーキ硬さ試験、洗
浄性試験を行い、各特性を調査した。比較例２及び比較例３については、固化防止剤又は
分散剤の研摩材への含有量を、０．１ｗｔ％、１．０ｗｔ％、２．０ｗｔ％と変化させた
ものを作製し、それぞれの評価を行った。尚、この特性評価に用いた研摩材スラリーにお
ける研摩材濃度は、全て５ｗｔ％となるように調整して作成したものを使用している。（
以下、本実施形態で示す研摩材スラリーは全て、研摩材濃度が５ｗｔ％となるように調整
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したものを使用している。）
表１には、比較例１～３を用いた場合の研摩試験結果を示している。研摩試験は、オスカ
ー型研摩試験機（台東精機（株）社製　ＨＳＰ－２１型）を使用して行った。研摩条件は
、青板ガラスを被研摩物としてフェルト製の研摩パッドを用いて研摩した。研摩条件は、
研摩材スラリーを２５ｍｌ／ｍｉｎの速度で供給し、研摩面に対する圧力を５．９ｋＰａ
（０．０６ｋｇ／ｃｍ２ ）に設定して研摩機回転速度を５００ｒｐｍで１０分間の研摩を
行った。
研摩試験における特性評価は、被研摩物である青板ガラスの減量を測定し、研摩値を算出
することにより評価した。この研摩値は、比較例１の研摩材で青板ガラスを上記条件で研
磨した際の減量を基準（この比較例１の減量を１００とした）として、比較例２及び３の
研摩材における減量を相対値として換算して算出したものである。従って、この研摩値が
１００より大きいほど、研摩能率に優れていることを表すものである。
【表１】
　
　
　
　
　
　
表１を見ると判るように、固化防止剤の結晶セルロースのみを含有した場合では、添加剤
を何も加えない比較例１に比べ、明らかに、研摩能率が低下する傾向を示し、その含有量
が多いほど研摩能率の低下が顕著となった。そして、分散剤のヘキサメタ燐酸ナトリウム
のみを含有した場合では、比較例１よりも研摩能率が向上する傾向となり、その含有量が
多いほど研摩能率の向上が見られた。
次ぎに、沈降ケーキ硬さ試験を行った結果を表２に示す。この沈降ケーキ硬さ試験は、各
研摩材スラリーを所定容器内に投入し、４８時間静置することによって研摩材砥粒の沈殿
を生じさせ沈降ケーキを形成し、その沈降ケーキの硬さを調査したものである。沈降ケー
キ硬さは、添加剤を加えていない比較例１の沈降ケーキ硬さを基準として、各沈降ケーキ
硬さを相対比較し、５段階の評価値により調べたものである。具体的には、表２の下方へ
記載したように、基準となる比較例１の沈降ケーキ硬さを評価値３とし、それと同等、或
いは、柔らかいか、硬いかによって評価値を５段階に分けている。
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表２を見ると判るように、比較例２では結晶セルロースの含有量が増加すると明らかに沈
降ケーキが柔らかくなる傾向を示した。一方、ヘキサメタ燐酸ナトリウムのみを含有した
場合では、沈降ケーキが非常に硬くなる傾向を示した。
続いて、表３に洗浄性試験の結果を示す。洗浄性試験は、上記した研摩試験条件にて１０
分間研摩を行った後、被研摩物である青板ガラスを、１０分間純水に浸漬し、純水に出し
入れする水洗処理を３回行い、乾燥後、研摩面の汚れを目視により観察して行った。この
洗浄性試験の評価についても、上記沈降ケーキ硬さ試験と同様に、添加剤を加えていない
比較例１における洗浄結果を基準として、各研摩材における洗浄性試験の結果を相対比較
し、それぞれの洗浄性を調べた。具体的には、表３の下方へ記載したように、比較例１の
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洗浄結果を評価値４とし、それと同等、或いは、良好か、悪いかによって、６段階に分け
ている。
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表３に示すように、結晶セルロースのみを含有させた場合には、比較例１に比べ洗浄性が
良くなる傾向となり、結晶セルロースの含有量が増加すると、明らかに洗浄性を向上でき
ることが判明した。一方、比較例３のヘキサメタ燐酸ナトリウムのみを含有した場合では
、洗浄性の改善は殆ど認められなかった。
次ぎに、第一実施形態の実施例について説明する。ここでの実施例としては、結晶セルロ
ースとヘキサメタ燐酸ナトリウムとの含有量を、それぞれ変えた研摩材を作製して、上記
した研摩試験、沈降ケーキ硬さ試験、洗浄性試験、及び沈降試験を行ったものである。
この実施例の結果を表４に示す。表４には、結晶セルロースとヘキサメタ燐酸ナトリウム
との含有量を、それぞれ縦、横に分けて示しており、各含有量における研摩材について、
それぞれ研摩試験、沈降ケーキ硬さ試験、洗浄性試験、沈降試験を行った結果を示してい
る。この表４中における研摩値、沈降ケーキ硬さ及び洗浄性についての評価値は、上述し
た比較例の場合と同様に、添加剤を何も加えていない比較例１の結果を基準として、相対
評価することにより決定した値で示したものである。
また、沈降試験は、各研摩材１１０ｇと純水２０９０ｇとを混合して、十分撹拌して、研
摩材５ｗｔ％の研摩材スラリーを準備し、この研摩材スラリーを２０００ｍｌメスシリン
ダーに投入して、研摩材スラリー中の懸濁相と分散媒相（純水）との境界面を目盛り読み
することより、沈降性を調べたものである。そして、この沈降試験の評価値は、メスシリ
ンダーに研摩材スラリーを投入後、静置して６０分間経過したときに懸濁相の容量を測定
し、その測定した懸濁相容量の全研摩材スラリー容量（２０００ｍｌ）に対する割合（％
）を算出することにより得たものである。
【表４】

10

20

30

(7) JP 3986960 B2 2007.10.3



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表４を見ると判るように、ヘキサメタ燐酸ナトリウムが２．０ｗｔ％含有量を超えると、
研摩能率は向上するものの、沈降ケーキ硬さや洗浄性についての特性が低下する傾向とな
った。一方、結晶セルロースが２．０ｗｔ％を超えると、沈降ケーキ硬さや洗浄性は良好
になるものの、研摩能率が低下する傾向になることが判明した。また、Ｄ段に示す沈降試
験結果によると、ヘキサメタ燐酸ナトリウムの含有量が０ｗｔ％又は３．０ｗｔ％になる
と、懸濁相容量の割合は低下し、即ち、沈降が進行しやすい傾向があることが判った。こ
の沈降試験結果により、研摩材スラリーにおける研摩材砥粒の分散性が良好となるヘキサ
メタ燐酸ナトリウムの含有量範囲は、０．０２～２．０ｗｔ％であることが判明した。
そこで、研摩能率、沈降ケーキ硬さ、洗浄性、沈降試験における分散性の全ての特性につ
いて、添加剤なしの比較例１と同等以上の良好な特性を示す含有量範囲を検討した。この
表４において比較例１（表４中の左上角のデータ）よりも、それぞれの各特性が全て同等
か、或いは良好な含有量範囲は、表４の太線枠で囲まれた範囲であった。即ち、結晶セル
ロースが０．０２～２．０ｗｔ％で、ヘキサメタ燐酸ナトリウムが０．０２～２．０ｗｔ
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％の範囲で含有されていれば、研摩性能、沈降ケーキ硬さ、洗浄性、沈降試験における分
散性についての特性が、トータル的にバランスのとれたものになることが判明した。つま
り、この含有量範囲で結晶セルロースとヘキサメタ燐酸ナトリウムとを含む酸化セリウム
系研摩材は、ガラス用の研摩材として非常に優れたものとなる。
続いて、結晶セルロース０．５ｗｔ％、ヘキサメタ燐酸ナトリウム０．１ｗｔ％を含有さ
せた研摩材について、沈降試験と研摩試験とにおける経時変化を調べた結果について説明
する。比較のために、添加剤を何も加えない比較例１の研摩材も同様に調査した。
この沈降試験における経時変化調査は、上記した沈降試験条件で、各研摩材スラリーをメ
スシリンダーに投入後、静置状態にして、投入後３、１５、３０、４５、６０分経過した
ときの懸濁相の容量をそれぞれ測定し、全研摩材スラリー容量に対するその割合を算出す
ることで行ったものである。表５には、各測定時間における懸濁相容量の割合（％）を示
している。
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
　
表５に示すように、添加剤を何も加えない比較例１では、静置時間が長くなるほど、懸濁
相容量は減少し、早期に沈殿を進行させることが判明した。つまり、添加剤を何も加えて
いない研摩材では、研摩処理を連続的に行うと、砥粒同士の凝集が生じ、研摩材スラリー
の沈殿が進行し、その結果研摩能率の低下を引き起こすことの裏付けがとれた。一方、結
晶セルロース０．５ｗｔ％とヘキサメタ燐酸ナトリウム０．１ｗｔ％とを含有した研摩材
では、懸濁相容量の割合が１００％の状態を、投入後から維持されており、２０分経過後
においても、研摩材スラリー中に研摩材砥粒が良好に分散した状態で、沈殿の進行が非常
に遅いことが確認された。
表６は、研摩試験における経時変化調査の結果を示す。この経時変化については、上記し
た研摩試験と同条件で、研摩前に重量を測定しておいた青板ガラスを５枚連続的に研摩し
、各青板ガラスの重量を研摩後に測定することで、その減量を算出することによって調査
した。表６には、比較例１での１枚目の青板ガラス減量を１００として、他の減量を相対
値として換算した数値によって、研摩能率を示している。従って、表６中の数値が１００
を超えると、研摩による青板ガラスの減量が比較例１の１枚目の場合よりも、大きく研摩
能率が高いことを示すものである。
【表６】
　
　
　
　
　
表６に示すように、添加剤を何も加えない比較例１の研摩材では、青板ガラスの処理枚数
が増えるに従い、その研摩能率が経時的に低下する傾向となった。一方、結晶セルロース
０．５ｗｔ％と、ヘキサメタ燐酸ナトリウム０．１ｗｔ％とを含有した研摩材では、青板
ガラスの処理枚数が増えても、その研摩能率に殆ど変化なく、高い研摩能率を安定して実
現できることが判明した。
続いて、研摩材スラリーの製造方法を変更して評価を行った結果について説明する。上記
した表１から表６までに使用した研摩材スラリーは、研摩材粉末と、固化防止剤及び分散
剤を、先に予め混合し、その後純水にてスラリー化したものである。ここで評価した研摩
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材スラリーは、固化防止剤及び分散剤を全く添加していない研摩材粉末を、純水により予
めスラリーとし、その後、該スラリーに、結晶セルロースとヘキサメタ燐酸ナトリウムと
を添加して作製したものである。各評価については、表４と同様の研摩試験、沈降ケーキ
硬さ試験、洗浄性試験、沈降試験を行った。また、評価項目Ｅとして、評価Ｄの沈降試験
において、３０日経過後の沈降ケーキ高さを調査した結果も示している。この評価Ｅは、
結晶セルロースもヘキサメタ燐酸ナトリウムもどちらも含まない（表７中、０ｗｔ％）場
合の３０日経過後の沈降ケーキ高さを１００とし、その相対値で示したものである。尚、
ここでの示す評価結果は、結晶セルロースとヘキサメタ燐酸ナトリウムとが同一の量の添
加した場合のみを行ったものである。表７にその結果を示す。
【表７】
　
　
　
　
　
　
　
　
表７に示す結果と表４での結果を対比すると判るように、第一実施形態で示す研摩材に関
して、研摩材スラリーにする際の手順の相違は、研摩試験、沈降ケーキ硬さ試験、洗浄性
試験、沈降試験の結果に大きな影響を与えないことが確認された。
第二実施形態：この第二の実施形態では、固化防止剤に第二燐酸カルシウム、β－ナフタ
レンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物、合成シリカを、分散剤にピロ燐酸ナトリウ
ムを用いた場合について説明する。この第二実施形態における第二燐酸カルシウムは特級
試薬を、β－ナフタレンスルホン酸ナトリウムホルマリン縮合物は商品名「ラベリン」（
第一工業製薬社製）を、合成シリカは商品名「カープレックス」（塩野義製薬社製）を使
用している。
この第二実施形態では、上記した酸化セリウム系の研摩材を用い、各固化防止剤を１．０
ｗｔ％、分散剤としてヘキサメタ燐酸ナトリウムを０．５ｗｔ％含有させたもの、及び固
化防止剤の結晶セルロース１．０ｗｔ％と分散剤のピロリン酸ナトリウム０．５ｗｔ％と
を含有させたものを作製して、研摩試験、沈降ケーキ硬さ試験、洗浄性試験、沈降試験を
行った。その結果を表８に示す。表８には、参考として、第１実施形態の実施例で示した
、結晶セルロース１．０ｗｔ％とヘキサメタ燐酸ナトリウム０．５ｗｔ％とを含有させた
研摩材についてのデータを併記している。また、表８中で示す研摩値、沈降ケーキ硬さ及
び洗浄性評価値、懸濁相容量割合については、第一実施形態で説明した内容と同様にして
測定されたものである。
【表８】
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表８に示すように、固化防止剤として第二燐酸カルシウム、β－ナフタレンスルホン酸ナ
トリウムホルマリン縮合物、合成シリカを用い、分散剤としてヘキサメタ燐酸ナトリウム
を含有させた場合の研摩材は、結晶セルロース及びヘキサメタ燐酸ナトリウムを同量含有
された研摩材の特性データと、ほぼ同等のものであることが判明した。また、結晶セルロ
ースとピロ燐酸ナトリウムとを含有させた研摩材についても、分散剤としてヘキサメタ燐
酸ナトリウムを用いた研摩材と同等レベルの特性を有することが判明した。
第三実施形態：この第三の実施形態では、表９に示す固化防止剤と分散剤との組み合わせ
について、評価を行った結果について説明する。評価については、上記した第一及び第二
実施形態と同様の研摩試験、沈降ケーキ硬さ試験、洗浄性試験、沈降試験を行った。評価
に用いた研摩材スラリーは、表１から表６で用いた研摩材スラリーと同様にして製造した
ものを用いた。その結果を表１０に示す。
【表９】
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【表１０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表９に示したア～セの１４種類の組み合わせで、固化防止剤及び分散剤を含有させた研摩
材を評価した結果、表１０に示すように、この１４種類の研摩材特性は、第一実施形態の
結晶セルロース及びヘキサメタ燐酸ナトリウムを同量含有した研摩材の特性データと、ほ
ぼ同等のものであることが判明した。
産業上の利用可能性
本発明によると、研摩材砥粒の分散性を良好にし、且つ、砥粒沈殿の硬さを低減させると
ともに、高い研摩能率を安定的に実現できるものとなる。即ち、本発明によれば、研摩材
の要求特性をトータル的に非常にバランス良く兼ね備えた研摩材とすることができ、特に
、ガラス用研摩材としては非常に優れたものとなる。
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